
生徒総会 
５月13日（土）に生徒総会が開催され，令

和４年度の会計報告，令和５年度の生徒会予

算，令和５年度の年間活動計画について話し

合いました。また令和５年度の生徒会スロー

ガンについて，生徒全員が車座になり，それ

ぞれ自分の考えを発表し，互いの意見を尊重

し合いながら話し合いを進め，「心を一つに

結び一人一人が輝く」という願いを込めて，

『和衷輝結（わちゅうき 

けつ）』に決まりました。 

今後の生徒たちの活躍 

に御期待ください。 
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徳之島町長・教育委員学校訪問 

５月 16日(火)，町長，教育長をはじめ 11

人の方々が，学校訪問で来校されました。授

業や施設設備の状況について参観され，修繕

を要望している箇所についても，熱心に説明

を聞いていただきました。生徒の学習状況や

校内・校外の美化活動についても，お褒めを

いただき，大変嬉しく 

思いました。御来校賜 

りました皆様に，心か 

ら御礼申し上げます。 

＜６ 月の主な行事＞ 
２日(金) 教育相談(６校時) 

５日(月） 高校説明会事前指導(５校時) 

８日(木） スクールカウンセラー来校  

９日(金) ALT来校 

10日(土） 英語スピーチ・弁論大会原稿作成 

12日(月)～22日(木) 家庭学習強調週間 

13日(火） 高校説明会(５～６校時) 

16日(金） 結い学習 

18日(日） ボランティア清掃 

19日(月) 小・中合同職員会議（山中学校） 

21日(水)～23日(金) １学期期末テスト 

26日(月) ALT来校 

 喫煙防止教室（6校時） 

30日(金) ハイビスカス号来校 

 

Shine【少人数の良さを生かす。生徒がきらり輝く教育】 

Area 【地域の人や自然を生かす。地域に根ざした学校】 

Never give up 【ひたむきに努力する教師と生徒】 

避難訓練（地震・津波） 

 ５月10日（水）６校時に，避難訓練(地震・津波)を実施しました。２年ぶりに，津波

を想定して，里公民館に避難をしました。避難を呼びかける放送後，生徒玄関前に集

合し，生徒と職員が一斉に里公民館を目指して駆け足で避難しました。全員が真剣な

態度で臨み，里公民館には避難開始から10分以内で到着することができました。 

津波の恐ろしさについては，昨年DVDで学習した「避難三原則」(想定にとらわれな

い)(どのような状況下でも最善を尽くす)，(率先避難者たれ)が十分に 

生かされた訓練となりました。講師である徳之島消防組合の南さんか 

らは，「避難経路は複数検討しておく」，「とにかく高いところを目 

指して避難する」という御指導をいただきました。 

  

 
「和衷輝結（わちゅうきけつ）」から世界へ 

 

校 長 廣瀨 孝一 

 ５月 13日(土)の３校時に，令和５年度の生徒総会が開催されました。 

標題の「和衷輝結」は，本年度の生徒会スローガンです。子供たちは，限られた時間の中で一つの

輪になり，真剣に議論し，このスローガンを決定しました。この言葉には，「心を一つに結び，一人

一人が輝く」という意味が込められています。素敵な言葉を創り出した子供たちを，心から賞賛した

いと思います。 

私は講評の場で，「誰かに思考を預けるのではなく，間違っていることや疑問点，課題に自ら「気

づき」，どうすれば良くなるかを，仲間と共に「考え」，より良い方法を，仲間と共に，自分たちの

ために「実行する」。これを「自治」と言う。」と説明しました。生徒会は「自治活動」の場であり，

社会に必要なことを学ぶ大切な場でもあります。学校生活の全ては，卒業後に「生徒全員が幸せにな

る。」ことに繋がっているという説明もしました。 

 

「気づき 考え 実行する」は，本来，JRC（Junior Red Cross：青少年赤 

十字）における行動理念です。JRCは，児童生徒が，いのちと健康を大切に 

し、地域社会や世界のために奉仕し，世界の人びととの友好親善の精神 

を育むことを目的としています。 

主体性を育むための「気づき 考え 実行する」という言葉は，多く学 

校における教育活動の，あらゆる場面で活用されています。 

 

「生徒全員が幸せになる。」という言葉は，SDGsの「あらゆる形の貧困を 

世の中からなくし，不平等とたたかい，気候変動に対処しながら，『誰ひと 

り取り残さない』 ための１７の目標」を基にしています。 

 

 様々な課題を抱える今の社会で，世界中の人々が現状をより良くするため 

の活動を始めています。「和衷輝結～心を一つに結び，一人一人が輝く～」 

という，一つの学校から生まれた言葉を，JRCや SDGsの考えを踏まえて、 

地域、日本社会、世界の中に置き換えてみると、いかに崇高なものであるか 

が分かります。 

生徒会の活動が充実し，学校生活を通して一人一人が卒業後の自己実現が 

できるように，そして，山中生徒が，将来，「地域」，「社会」，「世界」 

について考えられる人に成長することに期待しています。 

 

福祉体験事前学習 
３年生は５月25日(木)に福祉体験学習を

実施します。そのための事前学習として，

５月19日（金）の５～６校時に，徳之島町

社会福祉協議会の櫻木さんと富山さんを講

師としてお招きし御指導いただきました。

 高齢者の方々の疑似体験を通して，福祉

の現場で必要な知識や技能について，多く

のことを学ぶ貴重な機会となりました。ま

た，３年生にとっては，今後の進路につい

ても深く考える契機ともなりました。今回

の事前学習の成果も，体験学習当日に発揮

されることと思います。 


